
第36回ビジネスプラン発表会
来場参加者・オンライン視聴者 募集のご案内

「ビジネスプラン発表会」とは？
道内の創業後間もない企業や、新規事業展開を図ろうとする中小企業者に事業計画を発表頂き、事業提携や
販路拡大・資金調達等による事業展開のチャンスを広げてもらうことを目的としたプレゼン会です。
プレゼン後は、アドバイザーによる助言や質疑を予定しています。
ご関心のある方のご参加をお待ちしております。
また、発表会の様子をライブ配信します。遠隔地で来場が難しい方などは、是非、インターネットでご視聴ください。
※ 本ライブ配信は、チャット等の双方向交流には対応していませんのでご了承ください
※ 発表者と来場参加者との名刺交換会等は、コロナ感染防止の観点から行いませんのでご了承ください

■日 時：令和3年9月15日（水）13：30 ～ 15：30

■会 場：札幌市民交流プラザ 3Ｆ クリエイティブスタジオ
(札幌市中央区北1条西1丁目)

■発表企業ご紹介 （裏面を参照ください）

■アドバイザーのご紹介

北海道よろず支援拠点

日本政策金融公庫国民生活事業本部

フュージョン株式会社

北海道中小企業総合支援センター

■参 加 料 ：無 料

■ 定 員 ：来場参加者：20名 オンライン視聴者：50名

■申込方法：メール( torihiki@hsc.or.jp ) または FAX（011-232-2011）

■申込期限： 令和3年９月10日（金）

■ 主 催 ：（公財）北海道中小企業総合支援センター

■ 後 援 ：経済産業省北海道経済産業局、北海道、北海道信用保証協会

御社名

連絡先

住所 E-Mail

TEL FAX

参加者

区 分 所属・役職 氏 名

□来場参加 □オンライン視聴

□来場参加 □オンライン視聴

□来場参加 □オンライン視聴

「第36回ビジネスプラン発表会」参加申込書

お問合せ・お申し込み先

企業振興部 取引支援Ｇ（担当：呉羽・佐薙・立花）

〒060-0001 札幌市中央区北1条西2丁目経済センター9階 TEL：011-232-2406 FAX：011-232-2011 E-Mail：torihiki@hsc.or.jp

チーフコーディネーター

所長

代表取締役社長

技術コーディネーター

中 野 貴 英 氏

小 塚 友 平 氏

佐々木 卓 也 氏

吉 田 光 則 氏

北海道創業支援センター兼
北海道ビジネスサポートプラザ

mailto:torihiki@hsc.or.jp
mailto:torihiki@hsc.or.jp


発表企業のご紹介

■従業員：1名
■目 的：事業提携・販路拡大

株式会社とける ~コミュニティを通じて、北海道の（自然産業の）価値を最大化させる~

北海島プロジェクト(略称：島プロ)という、月額600円の北海キーワードでつながっていくオンラ
インサロンを昨年10月1日にスタートしました。現在会員数が200名以上となり、北海道キーワード
で横のつながりを広げている最中です。島プロでは、以下の二つに力をいれていこうとしています。
・コミュニティの力だからこそできる、熱狂を生み出す。
（プロセスエコノミーや事前マーケティング戦略、クラウドファンディングを通じてPRなど）

・企業や事業、イベントごとなどに対して、DX化のサポートをしつつ、その価値の最大化。
（ライブ配信による国内外への認知向上、多言語化）
※デジタル化を通じての共通化や効率化を行い、経済圏を世界に広げていく。

■設 立：2021年7月
■資本金：100,000 円

■発表者：代表取締役 柴田 涼平

■設 立：2021年7月
■資本金：1,000,000 円

過疎地特化の生活支援一式サービス「Mobility meets Community」についてご説明します。

■発表者：代表取締役 成田 智哉

ミーツ株式会社 ~Mobility meets Community~

■従業員：1名
■目 的：資金調達に向けた相談

J-TRADE合同会社 ~IBURI.COM～スマホでVR観光 VRを主としたマイクロツーリズム訴求マルチメディア創設~

■設 立：2019年4月
■資本金：3,000,000 円

■発表者：代表社員 下川部 淳■従業員：3名
■目 的：VR技術企業とのマッチング他

【背景/課題】

【事業内容】

■設 立：2021年8月
■資本金：900,000 円

当社は「寝台特急北斗星」を活かした地域振興事業を行っています。北海道新幹線開業を契機に北
斗市商工会青年部の3名で「副業」創業し、北斗市の交流人口増を目的に、主に観光需要を見込んだ
事業を行っていましたが、コロナ禍で多大な影響を受け、事業の再構築に着手します。
「寝台特急北斗星」への宿泊を目玉に、コロナで変容した消費者の旅行に対する価値観やニーズに

寄り添ったサービスを提供する宿泊業へ業種転換すると共に、新幹線で首都圏と繋がる北斗市の強み
を活かしたワーケーション事業も計画。本年度中にプレオープン、来年度にグランドオープンを予定
しています。

合同会社靑 ~「寝台特急北斗星」車両を活用した宿泊・ワーケーション事業~

■発表者：代表社員 佐々木 善史■従業員：1名
■目 的：新事業に関する発信・マッチング他

昨今の社会情勢変化により、観光産業の低迷等や非対面型サービスの強化を余儀な
くされている。
しかし、どのように環境構築したらよいのか？どうやって他社と差別化をすればよ

いのか？費用が掛かる！といった課題が山積している。

そこで弊社ICTスキルを活用して、VR環境でエンターテイメント要素を融合させた、
独創的なサイト運営を行い、他社との差別化を図ると共に、観光冊子IBURI.comの創
刊を行い、デジタルとアナログをリンクする地域観光産業の訴求を行う。


